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主著に『〈日本美術〉誕生－近代日本の「ことば」
と戦略』（講談社、1996）ほか。
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果報告、2018）、 共著に『鍋島 誕生期から盛期作
品まで:明暦三年〈1657〉被災、 江戸城跡出土
の初期鍋島陶片』（創樹社美術出版、2011）ほか。
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こ
の
た
び
工
芸
史
研
究
会
は
、機
関
誌
『
工
芸
史
』
を
発
刊
し
ま
す
。

二
〇
二
一
年
に
設
立
し
た
当
会
は
、
陶
磁
、
漆
工
、
染
織
、
金
工
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
素
材
の
工
芸
品
を
扱
う
研
究
者
や
作
家
が
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
領
域
に
お
け
る
研
究
動
向
や
手
法
を
共
有

す
る
た
め
の
恒
常
的
な
場
を
求
め
、
若
手
の
有
志
を
募
り
発
足
し

ま
し
た
。
創
立
よ
り
三
年
を
記
念
し
、
柔
軟
性
の
高
い
発
表
の
場

を
整
え
る
べ
く
、
本
誌
を
発
刊
し
ま
す
。
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
変
容
し
、
工
芸
と
人
の
関
係
も
変
化
す
る
な
か
、
工
芸
を
と

り
ま
く
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
交
流
の
基
盤
を
築
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。『
工
芸
史
』
が
、
そ
の
推
進
力
に
な
る
こ

と
を
祈
念
し
ま
す
。

若手の研究者を中心に発足された、研究者や実作者、工芸に携わるすべての人が
総合的な研究発展を目指す「工芸史研究会」による、初の機関誌『工芸史』を発刊。

一号

工 芸 の 未 来 を 築 く 、 知 的 ネ ッ ト ワ ー ク を 目 指 し て 。
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研究会憲章／活動記録　
会員作品　畑中咲輝 （陶芸）

第一部『これからの「工芸」』
工芸／工芸史という茫洋と捉えにくい
領域を考える指針として寄稿論考を収録。
佐藤道信　
　近現代における「工芸」の展開
水本和美　
　考古学と美術工芸史研究
第二部
各分野を専門とする会員の論考を掲載。
神野有紗
　澤部清五郎原画《春郊鷹狩》
　《秋庭観楓》の制作に関する一考察
　―浅井忠原画《狩の図》制作過程
　　との比較をめぐって―
高家融
　清朝工芸における「丸文」の
　受容と展開―天啓赤絵と清朝宮廷
　コレクションを視座として―
巖由季子　
　〈調査報告〉江戸時代中後期に
　おける陶磁器補修の事例
廣谷妃夏　
　〈研究史〉中国「経錦」研究の百年

付録：「工芸」関連展覧会年表
　　　（関東編、2008～2023）
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